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総説（受賞論文）

日本産Phyllosticta属菌の分類学的再検討と系統関係
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Many species of Phyllosticta are known as the causal fungi of leaf spot diseases of various plants in the world. First, 224 

species of genus Phyllosticta s.l. from Japan were reexamined on the basis of herbarium specimens and literatures. As a re-

sult, these were reclassified into 20 hitherto known species of Phyllosticta s.s比， and7 species were newly recorded to J apa— 

nese mycoflora. Moreover, 16 species should be described as new species of Phyllosticta, and also, 3 species were trans-

ferred to Phyllosticta s.str. from other related genera. Next, the phylogenetic relationships among the Japanese species of 

Phyllosticta s.str. and its teleomorph, Guignardia were analyzed using rDNA sequences. rDNA sequences extracted from 

fungal cultures obtained from various host plants were divided into two subgroups. The first group included the isolates hav-

ing the wide host range and the isolates recognized as endophytes obtained from a symptom-less plant. The second group 

were composed from the isolates originated from various host plants; and besides, these formed the distinct clades refrected 

by those host genera. The isolates belonging to the first group generally grew faster on oatmeal agar. To classify the species 

of Phyllosticta s.str. it is necessary to consider an integrated approach such as the molecular phylogeny, host, colony growth, 

symptom, and morphological characteristics that has not been paid attention before. 

(Japanese Journal of Mycology 52: 1 -10, 2011) 
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はじめに

Phyllosticta属 菌（完全世代： GuignardiaViala & 

Ravaz)は， 1818年に Persoonによって創設された (van

der Aa 1973)．本属菌の多くの種は植物病原菌として知

られ (vander Aa and Vanev 2002)，世界でも多くの被害

が報告されている． “Phyllosticta"とはギリシャ語の葉を

意味する “phyllon"と斑点を意味する “stiktos” からな

り，その名の通り本属菌による植物病害の病徴は宿主の

葉，枝茎や果実に，斑点症状や褐斑症状を呈する（図

lA-F)．一方，本属菌はツッジ科を含む多くの植物に，

無病徴で，植物体内に内生的に存在する内生菌 (endo-
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phytic fungi) としても多く報告されており，その生態

や宿主域については，いくつかの研究が知られている

(Petrini 1986; Petrini et al. 1991; Okane et al. 2001, 2003; 

Baayen et al. 2002; Pandey et al. 2003)．本属菌は Sac-

cardo (1884)の分類体系において，寄生する宿主毎に

種名が与えられたため，膨大な種が記載されてきたそ

の後 vander Aa (1973) は属の概念を整理し，その新

分類基準によって再検討されたリストが公表された(van

der Aa and Vanev 2002)．この再検討の中で旧分類基準

に基づく広義Phyllosticta属菌の種は，新分類基準に基

づいた狭義Phyllosticta属菌の種と，類似した形態的特

徴を持つPhoma属， Asteromella属などへ類別され，狭
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図 1. 狭義Phyl/osticta属歯による斑点性病害の病徴．Aソヨゴ褐斑病P.azev切hi.Bツタ褐色円星病P.ampe/icida. Cマンリョウ P.ar-

disiicola. Dフッキソウ褐斑病 Phyllostictasp. EカエデP.minima. Fトチノキ P.sphaeropsoidea 

義Phyllosticta属菌以外はそれぞれの属へ転属再記載さ

れた日本産種についても検討が行われているが，多く

の場合，基準標本ではなく ，記載文に より所属が検討さ

れたまた，未検討の種も多く ，日本産 Phyllosticta属

菌の正確な菌類相は未解明であったこれは 1935年以

前に新種として記載された日本産 Phyllosticta属菌は，

日本語で記載されている場合が多く ，且つその基準標本

の所在についても不明もしくはその存在が世界に認知

されていなかったためと考えられるそこで著者は日本
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産Phyllosticta属菌を新分類基準に基づき再検討し，そ

の目録を作成することで日本産 Phyllosticta属菌の菌類

相を明らかにすることを試みたさらに本属菌の新たな

分類法について検討する事を目的として分子系統解析を

行った．

Phyllosticta属菌の分類史

Phyllosticta属菌の属の概念について Saccardo(1878, 
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1884) は，“病斑は葉，まれに枝上で輪紋となり，分生

子殻は表皮下に埋生し， レンズ型，薄い膜質で口孔を有

する．分生子は小さく，無色から緑色を帯び，単胞，卵

形から楕円形である”とした． しかし，その後の多くの

研究者により‘‘葉に分生子殻を形成し，分生子は無色，

単胞のものすべては Phyllosticta属菌とされ，それに対

して，同様の形態をもち茎に寄生するものは Phoma属

菌’＇と属の概念が変更された (vander Aa. and Vanev 

2002)．その後， vander紐 (1973) およびvander紐

and Vanev(2002)は属の概念について再検討を行い，‘‘葉

もしくは小枝に分生子座状の分生子果を形成し，分生子

形成細胞は全出芽型で，分生子は無色，単胞（例外とし

て2細胞），球形，類球形もしくは長楕円形で，大きさ

はlQ-20 X 5 -10 μm,通常緑色を帯びた池滴を含み，

周辺は粘質の層に覆われ，頭頂部に付属糸をもち，基部

は裁切状となる”とし，このような形態的な特徴を持つ

菌類を狭義Phyllosticta属菌とした．加えて，彼らはそ

の完全世代についても言及し，狭義Phyllosticta属菌の

テレオモルフを Guignardia属菌であると定義した．こ

れらの定義は菌学者や植物病理学者の間で世界的に受け

入れられたその後 vander紐ら (1990) は，数千種

のPhyllosticta属菌のうち 50％がPhoma属 20％がAs-

teromella属， 5％がPhomopsis属 18%は他の分生子果

不完全菌類もしくは他のグループ菌類であり，わずか

7％が狭義Phyllosticta属菌であるとした続く研究で，

van der Aa. and Vanev (2002) は， 2936種について基準

標本や記載文献を検討し，そのうち 143種を狭義Phyl-

losticta属菌であると認めた．

種の定義に関しては， Guignardia属菌とそのアナモ

ルフである Phyllosticta属菌が，接種試験の結果から 1

つの宿主属もしくは科のみに病原性を示し，宿主特異的

な菌類であるとされた (Stewart1916; Luttrell 1946, 

1948; Reusser 1964)．従って Phyllosticta属菌の種名は，

宿主属または宿主種上での形態の違いや培養特性， もし

くは生態の違いによって与えられてきた (vander Aa. 

1973)．例えば，宿主イチャクソウ属には Phyllostictapy-

rolae Ellis & Everh.が，シラタマノキ属にはP.gaultheri-

ae Ellis & Everh．が寄生することが知られ，それぞれ形

態的特徴が似るものの宿主属の違いにより異なる種名が

与えられている．同属宿主上に 2種以上の Phyllosticta

属菌が寄生する例も報告されている．宿主シオデ属には

P. crypta Bissett, P. cumminsii BissettおよびP.subeffusa 

(Ellis & Everh.) Tehon & G.L. Stout.の3種が寄生する

ことが知られているが，分生子の形態的特徴および大き

さ，粘質層の厚みに違いがあるとしてそれぞれ別種と報

告された (Bissett1979)．一方で，これらの種の定義に
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当てはまらない種も存在する．スギ，セイヨウキヅタ，

Heptapleurum venulosum, モチノキ属モクレン属ッ

ッジ属およびイチイ属に寄生する Phyllosticta属菌は宿

主上での形態的特徴に違いが見られないことから，広い

宿主域を持つ種， P.concentrica Sacc.として認識されて

いる (vander Aa and Vanev 2002)．さらには，広範囲の

植物に病徴を示さず内生的に存在する Phyllosticta属菌

も報告されており， Okaneら (2001,2003) は， 38科

54属 67種の植物から内生的に存在する Phyllosticta属菌

を分離し，これらの分離菌株は，形態的特徴およびリボ

ソーム DNA内の ITS領域を用いた分子系統解析から，

すべて P.capitalensis Henn.であると同定ている．また，

Baayenら (2002) は，カンキツ類から分離された病原

性を示さない G.mangiferae A]. Royと，同じくカンキ

ツ類から分離される G.citricarpa Kiely（アナモルフ： P. 

citricarpa (McAlpine) Aa)の違いについて，分生子は同

等の大きさだが，その周囲に形成される粘質層の厚みと

rDNAリボソームの塩基配列に違いがあることを明らか

にした．以上のように Phyllosticta属菌の種分類につい

ては分子系統学的な結果を基に議論が行われ始めている

が，多くの種については未検討であり，すべての種に適

用することはできないのが現状である．

日本産Phyllosticta属菌の分類史

日本においては， Phyllosticta属菌による植物病害の記

録は 1900年初頭から始まった． 日本国内では，分生子

殻内の分生子が無色，単胞のもので， 15μm以上のもの

をMacrophoma属菌， 15μm以下の分生子で葉に寄生す

るものを Phyllosticta属歯葉以外の植物体上に寄生す

るものを Phoma属菌として分類してきた（川村 1913;

三浦 1928;瀧元 1930)．川村 (1913) は，それぞれの属

の分生子の大きさの範囲が 15μmを含む場合があるこ

とから，この分類方法に疑問を呈した しかし，この分

類基準に従い多くの日本人研究者が多数の Phyllosticta

属菌の新種を植物病害に関与する糸状菌として記載し

た． 2007年までには，少なくとも 93種が新種として記

載され（三宅 1909 ；三宅•原 1910 ；堀 1913 ；川村 1913;

鶴田 1915；原 1916,1918, 1920, 1925, 1927, 1930a,1930b, 

1931, 1938, 1959;澤田 1916,1918, 1943, 1950a, 1950b, 

1958, 1959;三浦 1928,1957, 1962 ;福井 1936,1942; To-

gashi, 1936a, 1936b ; Naito 1940, 1952 ;香月 1950; Kat-

suki 1950 ; Kobayashi 1974, 1977 ;小林・千葉 1961; 

Kobayashi and Onuki 1990 ; Kobayashi and Okamoto 

2003), 224種の分布が確認された． しかしながら，これ

らの種の多くは vander Aa (1973)が提案した新しい属



概念ではなく，広義の属概念に基づいた発生報告，もし

くは新種記載であるため，現在日本産 Phyllosticta属菌

として報告されている種は広義および狭義の Phyllosticta

属菌が混在していると考えられる．また，世界的なリス

トを公表した vander Aa and Vanev (2002) は， 日本産

Phyllosticta属菌についてその多くを標本ではなく記載文

をもとに検討を行っており，さらには未検討としている

種が数多くある．このほかにも著者の文献調査により，

命名規約上有効な発表ではあるが海外ではその存在が認

識されていない種が多く存在していることが判明した．

従って日本では正確な Phyllosticta属菌の菌類相の把握

ができていないのが現状である．

日本産Phyllosticta属菌の菌類相

日本産Phyllosticta属の菌類相を把握するために，野

外にて斑点性の病徴を呈している植物葉を採集し， 1道

1都 16県にて狭義Phyllosticta属菌標本 131点を得た．

加えて，（独）森林総合研究所樹木病害研究室標本庫，

国立科学博物館菌類標本庫，山口大学植物病理学標本庫

および岩手大学ミュージアム植物標本庫に Phyllosticta

属菌として収蔵されている病害標本計 531点を取り寄せ

検討を行った．加えて，澤田兼吉氏により台湾にて採集・

記載された基準標本を多く含む 51点の標本も比較のた

めに検討を行った．これらの標本713点の内訳は，正基

準標本が 18種 18点，副基準標本2種 2点，等価基準標

本 7種 38点，従基準標本4種 5点，命名者により同定

された標本 17種52点およびその他の標本 665点と

なった．文献調査では日本産Phyllosticta属菌として 224

種が確認されたが，標本を基にした再検討の結果， H本

産狭義Phyllosticta属菌は，既知種として， P.ampelicida 

(Engelm.）細（ッタ）， P.anacardiacearum細（マンゴー），

P. azevinhi Torrend（ソヨゴ），P.boninense Tak. Ko bay. & T. 

Okamoto（ヘクソカズラ）， P.capitalensis Henn.（ランの

一種•宿主多数）， P. concentrica Sacc.（セイヨウキヅタ・

ッツジ科等）， P.conjac Hara（コンニャク）， P.cordylino-

Phila P.A Young (センネンボク）， P.cruenta (Fr.) J. 

Kickx f.（アマドコロ）， P.cryptomeriae Kawam. (= P. con-

centrica,スギ）， P.dioscoreae Cooke（ヤマノイモ）， P.

drummondii Vanev & Aa(コバノナンヨウスギ）， P.gar-

deniicola Sawada（クチナシ）， P.glochidii Sawada（カンコ

ノキ）， P.hiratsukae Tak, Kobay. & Onuki（オヒルギ・ヤ

工ヤマヒルギ）， P.kobayashii Vanev＆紐（アブラチャ

ン）， P.kobus Henn. (= P. concentrica,コブシ）， P.multi-

maculans Tak. Kobay:.（アオモジ）， P.solitaria Ellis & 

Everh.（ナシ・リンゴ）， P.toxica Ellis & G. Mart（ハゼノ

本橋
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キ）の 20種が認められ， 日本新産種として Pcitricarpa 

(McAlpine)細（カンキツ）， Pghaesembillae Koord.（ク

ロトン）， Phamamelidis Peck（マンサク類）， Pminima 

(Berk. & M.A Curtis) Underw. & Earle（ハナノキ・ウ

リカエデ）， Pmusarum (Cooke) Aa(バショウ）， R

sphaeropsoidea Ellis & Everh.（トチノキ）， Ptheacearum 

紐（チャノキ・ツバキ）の 7種が見出された (Motohashi

et al. 2010). Phyllosticta属菌へ転属すべき種として，

Phoma thujopsidis Sawada（ヒノキアスナロ）， Strasseria

garciniae I. Hino & Katum.（フクギ）， S.japonica Hara（マ

サキ）の 3種が確認され，そのうち S.garciniaeをR

garciniae (I. Hino & Katum.) Motohashi, Tak. Kobay. & 

Yas. Onoと し て 転 属 再 記 載 し た (Motohashiet al. 

2010)．また，観察した標本から 16種の未知種を見出し，

Phyllosticta alliacea Motohashi, Jun. Nishikawa & C. Na— 

kash.（ネギ）， Pardisiicola Motohashi, I. Araki & C. Na— 

kash.（マンリヨウ）， Paspidistricola Motohashi, I. Araki 

& C. Nakash.（ハラン）， Pdisanthi Motohashi & C. Na— 

kash.（マルバノキ）， Pfallopiae Motohashi, I. Araki & C. 

Nakash.（イタドリ）， Phoveniicola Motohashi & C. Na— 

kash.（ケンポナシ）， Pkerriae Motohashi, I. Araki & C. 

Nakash.（ヤマブキ）， Pligustricola Motohashi & C. Na— 

kash.（イボタノキ）の 8種を既に公表した (Motohashi

et al. 2008a, 2008b, 2010)．以上の結果から日本産の狭義

Phyllosticta属菌は計46種となることが明らかとなり，

他は狭義Phyllosticta属菌から除外されるべきもので

あった．

日本産Phyllosticta属菌の分子系統関係

van der Aa (1973)が定義した新たな Phyllosticta属菌

の定義については安定していると考えられるが，本属菌

の種の定義については未だ議論する余地があり．今後分

子データを活用することで正確な種および種以下のレベ

ルの分類が整理されると考えられている (vander Aa 

and Vanev 2002)．近年， Phyllosticta属菌およびそれに

関連する属の rDNAに基づく分子系統解析を行った研

究が報告されている (Baayenet al. 2002; Meyer et al. 

2006; Peres et al. 2007). Crousら (2006) は，狭義

Phyllosticta属菌を含む Botryosphaeriaceaeの分子系統

解析による大まかな系統関係を提示した． Okaneら

(2001, 2003) は外見上健全な植物から内生的に存在す

るPhyllosticta属菌を分離し．その形態的特徴と rDNA

ITS領域のデータからそれらは全て P.capitalensisと同

定した． さらに． Pandyら (2003) はインドの熱帯果

樹から内生菌として分離された Phyllosticta属菌は全て
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P. capitalensisであると報告した． しかし．宿主葉に斑

点症状を示すPhyllosticta属菌の分子系統解析について

は未だ研究されていない．狭義Phyllosticta属菌の種の

定義を考えると．さらに多くの種を用いた研究が必要で

ある．そこで，病斑を形成もしくは内生する日本産広義・

狭義Phyllosticta属菌，およびこれと関連する分生子果

不完全菌類の 18SrDNA領域を用いてこれらの系統関係

解明を試みた．さらに，狭義Phyllosticta属菌の 28S

rDNAおよびITS領域を用い．種間・種内の分子系統関

係を明らかにする事を目的として研究を行った (Mo-

tohashi et al. 2009). 

18S rDNA Bayesian tree 
93 taxa -1723 sites 

NJBS/MPBS 
99_  

Bayesian PP / DI 

—>90% NJ and MP BS, 
> 095 Bayesian PP, > 2 Decay Index 

100/97 

100/91 

一0.99/2 

100/100 

広義Phyllosticta属菌とそれに関連する菌類の系統関係

18S rDNA領域の分子系統解析には，狭義Phyllosticta

属菌（テレオモルフ： Guignardia属を含む），広義Phyl-

losticta属菌に関連する Phoma属， Fusicoccum属（テレ

オモルフ： Botryosphaeria属を含む）およびPhomopsis

属（テレオモルフ； Diaporthe属）を含む 91のシークエ

ンスデータを用いた．アウトグループには Pezizaechi-

nophora DonadiniおよびPhillipsiadomingensis Berk.の

シークエンスデータを用いた．系統関係の推定には近隣

結合法最大節約法およびBayesian法を用いた．得ら

れた 18S領域の系統樹では 4つの大きなグループに分

Group 1/ 

Phyllosticta s. str. 

97/91 

一1.00/2 ぶ。翌］旦：↑CPOC2:um

-/0.90 Group 3/ 

三 JPhoma 

閃ば：： □_J霜。悶。4p/sis
- __JOut group 

- 0.1 

図 2.Fusicoccum属 Phoma属， Phmopsis属およびPhyllosticta属の 18SrDNA領域に基づいて推定

された Bayesian系統樹．枝の信頼値は各枝の上と下に示した． NJBS:近隣結合法ブートスト

ラップ値， MPBS:最大節約法ブートストラップ値， BayesianPP:事後確率値， DI：崩壊指数

枝の信頼値がNJもしくは MPBSにて＞90,Bayesian PPにて＞0.95およびDIにて＞2を満た

す場合，太線で示した．（Motohashiet al. 2009を改変）

-5-



かれ，各枝の信頼度は強く支持された（図 2). Group 1 

は59の狭義Phyllosticta属とそのテレオモルフである

Guignardia属およびDNAデータベースより得た

Guignardia属で構成されたまた， Group2はFusicoc-

cum属およびそのテレオモルフである Botryosphaeria属

から成り， Group3はPhoma属および広義Phyllosticta

属菌 (=Phomaspp.), Group 4はPhomopsis属菌および

-0.1 

ITS + 28S rDNA Bayesian tree 
115 taxa -1176 sites 

NJBS/MPBS 

Bayesian PP / DI 

100/ 100 ＿ 
1.00/59 

本 橋

広義Phyllosticta属菌 (=Phomopsisspp.）で構成された．

このように 18SrDNA領域における系統解析では，アナ

モルフ世代の属がそれぞれ単系統群を形成することが明

らかとなった．これらの結果から，狭義Phyllosticta属

菌は単一の祖先から進化したタクサであることが示され

た．

Group la 

' Iヤプコウジ属

Iッタ属

ギ属

: I 
工

キソウ属

マンサク属

需
100/100 
1.00/16 

100/100 

Group lb 

l. 0 0/6 
100/100 

Iクチナシ属

1.00/7 

躊

口図 3.狭義Phyllosticta属菌における ITSと28SrDNA領域の結合配列に甚づいて推定され

たBayesian系統樹枝の信頼値は各枝の上と下に示した． NJBS：近隣結合法ブー

トストラップ値． MPBS:最大節約法ブートストラップ値， BayesianPP:事後確率

値， DI:崩壊指数枝の信頼値がNJもしくは MPBSにて＞90,Bayesian PPにて

>0.95およびDIにて＞2を満たす場合太線で示した．（Motohashiet al. 2009を改変）
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日本産Phyllosticta屈菌の分類学的再検討と系統関係

日本産狭義Phyl!osticta属菌における種間および種内の

系統関係

ITSおよび28S領域の分子系統解析には 112の狭義

Phyllosticta属菌のシークエンスデータを用いた．アウト

グループには 18S領域における系統解析の結果から，F

aesculi, B. laricinaおよび G.cryptomeriae (=Botryospha-

eria sp.）を用いたこれら二つの領域のデータを結合し，

近隣結合法，最大節約法および Bayesian法による系統

解析を行った結果， 112の狭義Phyllosticta属菌とそのテ

レオモルフ Guignardia属菌は，2つのグループに分か

れた（図 3). Group laは 33科 45属 47種の宿主から分

離された 52の狭義 Phyllosticta属菌と Guignardia属か

ら構成され強く支持された． Okaneら (2003)は， G.

endophyllicola (=G. mangiferae) を厳密な宿主特異性を

確立する前の原始的な種であろうと推測しているが，今

回の結果では，多くの宿主から分離される G.endophylli-

colaがある程度宿主特異性の高い種から分化したと推測

された (Motohashiet al. 2009)．一方 Grouplbは 23科

29属 35種の宿主からなり，ほぼ宿主の属ごとにそれぞ

れ単系統を形成した例えばッタ属の P.ampelicidaや

スギ属の P.cryptomeriae, アマドコロ属の P.cruenta, 

マキ属上の Phyllostictasp.および Guignardiasp.，マン

サク属の P.hamamelidis, カエデ属の P.minimaなどは，

それぞれ強く支持される単系統を形成し，それぞれ単独

種であることが示唆されたこの結果は vander Aa 

(1973)およびvander Aa and Vanev (2002) による狭

義 Phyllosticta属菌の種の定義に一致する．すなわち，

本属菌の寄生性は限定的であり ，種はその宿主の病斑上

に形成される菌体の形態的特徴や培養特性による違いに

よって類別されるとするものである．

カエデ属トチノキ属ハラン属アオキ属，スギ属

クチナシ属，イボタノキ属，モクレン属およびトベラ属

を分離源とする Phyllsoticta属菌は，それぞれ同じ属の

宿主から分離されたものであっても，グループ laおよ

び lbの 2つのグループに所属したすなわち，同じ宿

主植物から分離された Phyllsoticta属菌であっても，そ

れぞれは別種である可能性がある．病斑上に形成された

菌体を観察した結果，ハラン属寄生種は分生子の大きさ

図4. Group laまたは lbに位置しカエデ属に寄生性Phyllosticta属菌の比較． A-C. Group laに所属菌のカエデ属に対する病徴および形

態的特徴： A．淡褐色から褐色で不整形から不明瞭な病斑を形成， B．分生子殻の断面図および分生子，C．分生子は頭頂部に付属糸を

もち粘質層に覆われる． D-F.グループlbに所属菌のカエデ属に対する病徴および形態的特徴： D.淡褐色から褐色で円形から楕

円形の病斑を形成し．病斑部と健全部の境界は黒褐色となり明瞭， E.分生子殻の断面図および分生子，F．分生子は頭頂部に付属糸

をもち粘質層に覆われる． Bars:B, E 100 μm; C, F 10 μm. (Motohashi et al. 2009を改変）
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に違いが見られた．一方カエデ属寄生種の分生子の形状，

大きさおよび粘質層の厚みには違いがみられなかったが

（図 4C,F)，各分離株は異なる生育速度を示し， Group

laに所属菌では生育速度が早い傾向にあった．カエデ

属植物上の病斑を観察した結果， Grouplb所属菌によ

る病斑は黒褐色で，かつ明瞭であったのに対して，

Group la所属菌による病斑では明瞭な斑点が観察され

なかった（図 4A,D)．この病斑の違いは，植物に侵入

した Phyllosticta属菌種の違いによるもので，その病原

性の有無，強弱に関連して違いが現れると想像される．

同様に分生子等の形態では区別できないものの，分子系

統樹および病斑の違いによって区別が可能となる例は，

トチノキ属寄生種間でもみられた．以上のほか培養上で

の黄色色素産生に注目し，形態的類似菌を別種として分

類する例も報告されているが (Baayenet al. 2002)，本研

究では Grouplaおよび lbの両方に色素を産生する分

離菌株が所属したことから，類似菌を識別する分類形質

としての有用性には疑問が残る．今後はさらにサンプル

数を増やし，分類形質としての病斑の特徴や菌叢の生育

速度等を評価する必要がある．

本研究の結果から， rDNAを用いた分子系統解析は

Phyllosticta属菌の種を再検討するために非常に有効であ

ると考えたしかしながら， G.mangiferaeと同じ

Group laに属するものの， vander Aa (1973)の基準に

従えば宿主属の違いにより別種と考えられる分離菌株に

ついて， rDNAだけから独立種として扱うのは困難であ

る． Groupla内の OTUを同種とせず， これまで通り宿

主の属をもとに別種とする場合には， より進化速度の速

い遺伝子領域の分子系統解析による細分化を試みるか，

形態的特徴や培養菌叢の違い，病徴の違いなどをより詳

細に解析し種分類を再検討するほか無い．従って，今後

Phyllosticta属菌の種のあり方について， これまで未検討

の形態的特徴や培養特性．分子系統解析も加味した種の

定義の再構築が必要であろう．

おわりに

本研究は日本産Phyllosticta属菌の分類について多く

の知見をもたらした．これまでわが国では広義・狭義に

よって記載された Phyllosticta属菌が混在して正確な菌

類相を把握することが困難であったが，多くの標本と綿

密な文献調査をもとに本属菌類相の把握に大きく貢献し

たと考える． さらに本研究では，これまで研究例の少な

かった病原性Phyllosticta属菌の種間・種内の分子系統

解析を行うとともに，形態的特徴，病徴および培養性状

について総合的な考察を行うことにより，新たな類別の

本橋
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可能性を検討したこれらの研究は，分子生物学的な植

物病害診断手法の開発や，本菌群の迅速で正確な種の同

定手法の開発においても有用な情報となるであろう．本

研究では．特にアナモルフ時代である Phyllosticta属菌

について研究を行っており．テレオモルフ時代である

Guignardia属菌の種との関係を，やはり統合的な形質

に基づいて検討し，新たな分類体系を構築する必要があ

ると考えている．また，本研究で用いた多数の宿主から

分離される内生菌は．培地上でもテレオモルフの形成が

容易に観察される場合が多かった．一方で，宿主属ごと

にクレードを形成する宿主特異的な種については．培地

上でテレオモルフがほとんど観察されない． ミカン属に

寄生する 2種についても同様の報告がされている (Baay-

en et al. 2002)． このように宿主特異的な種と多数の植

物を宿主とする内生的な種がどのような進化のイベント

を経由して分化してきたのか，植物側の反応やテレオモ

ルフ形成能の違いなど生態的な面からも検討して行きた

い課題である．今後は本属菌の分類体系再構築を行う上

で日本産のみならず，世界各地で発生している Phyllos-

ticta属菌および Guignardia属菌を用いて，形態的特徴

はもちろん病徴，培養性質，複数領域に基づく分子系統

解析を加味し．総合的に本属菌の分類を追求していきた

い．
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摘要

Phyllosticta属菌は植物に主に斑点や褐斑症状を呈する

植物病原菌で，世界でも多くの被害が報告されている．



日本産Phyllosticta属菌の分類学的再検討と系統関係

本研究では， 日本産Phyllosticta属菌 224種を再検討し

たところ，既知種 20種， 日本新産種 7種，他属からの

転属種 3種および未知種 16種の計46種となり，他は狭

義Phyllosticta属菌から除外されるべき種であることを

明らかにした． Phyllosticta属菌の系統解析を行ったとこ

ろ2つのサブグループになった．一方は，主に無病徴植

物から内生菌として様々な宿主域から分離されたグルー

プであった他方は明瞭な病斑を示し宿主属毎に単系統

となるグループであったまた，内生菌グループは生育

速度が早い傾向にあった． Phyllosticta属菌における種の

分類には分子系統関係，宿主，菌叢の生育，病徴および

これまで未検討の分類形質について総合的に考察する必

要がある．
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